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会計名 予算額 増減
一般会計 95 億 9,723 万 2 千円 1 億 499 万 6 千円

特別
会計

国民健康保険事業 22 億 7,532 万 8 千円 4,274 万 7 千円
後期高齢者医療 4 億 6,921 万 7 千円 5,999 万 4 千円
介護保険事業 24 億 888 万 6 千円 5,059 万 4 千円
とべの館 5,634 万 6 千円 212 万 9 千円

企業
会計

下水道事業 11 億 2,074 万円 1 億 6,047 万 2 千円
　公共下水道事業 10 億 3,563 万 7 千円 1 億 7,684 万円
　農業集落排水事業 4,141 万 2 千円 ▲ 438 万 6 千円
　浄化槽事業 4,369 万 1 千円 ▲ 1,198 万 2 千円
水道事業 7 億 6,634 万 3 千円 5,959 万 4 千円

合計 166 億 9,409 万 2 千円 4 億 8,052 万 6 千円

当初予算の概要
　今年度の予算総額は、昨年度を 3.0％上回る166 億 9,409万 2 千円となりました。このうち、一般会計は昨
年度を1.1％上回る 95 億 9,723 万 2 千円となりました。なお、令和７年度の一般会計は、政策経費を補正予算
で対応する「骨格予算」として編成していたため、本来の予算を計上すると1億 499万 6 千円の増額となりました。

歳出
95 億 9,723 万 2 千円

商工費商工費
1 億 7,506 万 9 千円1 億 7,506 万 9 千円

農林水産業費農林水産業費
2 億 3,385 万円2 億 3,385 万円

消防費消防費
5 億 718 万 7 千円5 億 718 万 7 千円

土木費土木費
5 億 3,667 万 8 千円5 億 3,667 万 8 千円

公債費公債費
7 億 9,860 万 7 千円7 億 9,860 万 7 千円

衛生費衛生費
6 億 8,981 万 7 千円6 億 8,981 万 7 千円

教育費教育費
12 億 8,591 万 9 千12 億 8,591 万 9 千円円 総務費総務費

13 億 4,084 万 1 千円13 億 4,084 万 1 千円

民生費民生費
39 億 861 万 7 千円39 億 861 万 7 千円

議会費議会費
1 億 1,064 万 7 千円1 億 1,064 万 7 千円

その他の支出その他の支出
1,000 万円1,000 万円

歳入
95 億 9,723 万 2 千円

繰入金繰入金
2 億 5,153 万 6 千円2 億 5,153 万 6 千円

町税町税
20 億 6,982 万 9 千円20 億 6,982 万 9 千円

譲与税・交付金譲与税・交付金
40 億 5,805 万 2 千円40 億 5,805 万 2 千円

国県支出金国県支出金
20 億 2,492 万円20 億 2,492 万円

町債町債
2 億 5,450 万円2 億 5,450 万円

一般会計の内訳

令和８年度  施政方針 と 予算概要

町の予算は
３つの会計で構成されています

一般会計：町税や地方交付税などを主な財
　源として、福祉や子育て、道路整備など、暮
　らしに身近なサービスを行う会計です。

特別会計：特定の収入で特定の事業を行い、
　一般会計とは分けて管理する会計です。国民
　健康保険事業特別会計など、4 つの会計が
　あります。

企業会計：公共の福祉を目的に、料金収入な
　どで運営する独立採算の会計です。下水道
　事業会計と水道事業会計があります。

その他その他
7 億 3,496 万 2 千円7 億 3,496 万 2 千円

分担金・負担金、分担金・負担金、
使用料・手数料使用料・手数料
2 億 343 万 3 千円2 億 343 万 3 千円
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砥部町長 古谷 崇洋
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□砥部焼磁器創業 250 周年記念事業

令和 9 年度の「砥部焼磁器創業 250 周年」に向け、令
和 8 年度よりプレ事業を展開します。東京藝大や砥部焼
関係機関と連携しながら、新しいアプローチで 250 周年
を盛り上げ、伝統を次世代へとつなげます。

316 万 9 千円

住み続けたいと思える環境を整備します

遊びと文化で誇れる砥部を創ります 働く場を広げ、持続可能な町を築きます

□五本松・大南地区魅力創出事業
　（先導的官民連携支援事業）

五本松・大南地区で、公共施設や空き家を活用したリノ
ベーションを進めます。滞在・周遊型の観光地づくりを通
じて、地域のにぎわい創出とブランド力向上を目指します。

2,000 万円

□都市空間情報デジタル基盤
構築支援事業

都市計画やまちづくりを効率的に進めるため、都市計画
図を更新するとともに、3D 都市モデルを整備し、デジタ
ル化を推進します。

4,000 万円

□子どもの居場所づくり事業 201 万 6 千円

□麻生小学校第４, ５放課後
児童クラブ建設事業

待機児童の解消に向けて、専用施設を新たに建設します。
受け入れ人数を増やし、安心して預けられる環境を整えます。

5,682 万 9 千円

□松山南高等学校砥部分校通学支援

砥部分校の定員充足を図り、安全な通学環境を確保するため、
自転車やバス・JR 通学定期券の購入費の一部を補助します。

724 万 5 千円

子どもたちの学びを力強く支えます

□小・中学校屋内運動場
　　　　空調設備設置事業

1 億 7,264 万 4 千円

令和８年度 新規事業

中央公民館の講堂や体育館を活用し、小中高生が自由に
過ごせるスペースを設けます。安心して集い、交流できる
居場所をつくります。

児童生徒の熱中症対策と避難所機能の強化のため、令和
８年度に麻生小学校と砥部中学校の体育館に空調設備を
整備し、令和９年度の導入に向けて、宮内小学校と砥部
小学校の体育館、砥部中学校武道場の空調設備の設計
業務を行います。

□防災体制の強化 816 万 4 千円

「人が集まる町」を目指して「住・学・遊・働」の４つのコンセプトに基づいて新しい事業を行います。

最新の知見や過去の災害
の教訓を踏まえ、地域防
災計画を見直します。また、
自主防災組織による避難
所登録制度を新設し、防
災・減災対策を強化します。


